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2006年11月2日《No.18》
カンパ集めて「９条改憲反対！」

世論を一気に広げよう
１１月２６日１０００万世帯配布「読売」に意見広告
国公労連は、職場の仲間の知恵と力を束ねて「憲法９条改悪反対」の世論を一気に広げるため、「新聞意見広告運動」を呼びかけています。各単組・職場ではそれぞれ創意工夫をこらし、２３００万円を集めるため、カンパ運動を展開しています。
国公労連は全国１０００万世帯に配布し世論を変えるため、「新聞意見広告」を掲載する全国紙を１１月２６日・日曜日の読売新聞朝刊にすることを決定しました。

平和憲法を守る国公労働者として、平和の願いを「かたち」にする新聞意見広告を、一人でも多くの仲間のカンパ運動で成功させましょう！

	【国公労新聞読者からの声】
☆「戦争する国」へ着々と近づきつつある今の情勢に危惧を覚えています。９条改憲反対の新聞意見広告を成功させたいものです（全通信東海支部の組合員）。
☆今回の「まもろう９条」カンパに賛同します。子どもたちを戦場に送り出すことは絶対にしたくないですから。わが家では子どもにも呼びかけて、家族全員でカンパに協力しました。このとりくみの輪が全国に広がり、９条を守る力となることを願っております（全労働大分支部中津職安分会の組合員）。


安倍首相「任期中に改憲」
憲法公布６０年を前に、改憲の執念示す
　安倍首相は１０月３１日、米ＣＮＮテレビと英紙フィナンシャル・タイムズのインタビューに応じ、憲法改定問題について「時代に合わない条文として一つの典型的な例は９条だろう」と述べました。１１月１日付の朝日新聞は、「『自民党総裁としての自分の任期は３年で、２期までしか務められない。任期中に憲法改正を目指したい』と述べ、憲法９条を含めた改憲に強い意欲を示した」と報道しています。

現職首相が任期中に改憲を達成すると発言したのは初めてです。１１月３日の憲法公布６０年を前に、あえてこうした発言に及ぶのは、安倍首相の改憲への執念を示すものです。
■国民投票法案（改憲手続き法案）の審議はじまる
　国会では国民投票法案（改憲手続き法案）の審議が始まっています。衆議院憲法特別委員会の理事懇談会が１０月31日に開かれ、11月2日の審議では「国民投票運動規制・罰則」をテーマに、特別委員会と、参考人を招致しての小委員会懇談会が開かれています。
同法案は改憲案の発議権をもつ憲法審査会を国会に設置し、成立から２年後に国民投票法を施行するものです。改憲勢力は、公務員や教員の国民投票運動を規制し、いまの政党間の議席数を基準に広報活動を行う仕組みをつくろうとするなど、何が何でも改憲賛成過半数を手に入れようとしています。
　安倍首相の「任期中に改憲」発言は、自公民共同で改憲手続き法案を早期に成立させ、共同改憲案の協議の推進や国民世論への働きかけを見据えてのものです。

■「改憲手続き法案を廃案に！」と訴え、東京国公と実行委員会がデモ行進
　東京国公と５・３憲法集会実行委員会は１０月３１日、９条改憲に道を開く「改憲手続き法案」の廃案を求めて昼休み国会請願デモを行い、市民団体など２００人が参加。東京国公の植松事務局長は「憲法を遵守する義務をもつ国家公務員として、憲法を守るために精一杯たたかう」と力強く決意を語りました。衆参の国会議員面会所では、日本共産党、社民党の議員が請願デモを迎えました。
■「教育基本法改悪反対！」運動の広がりで世論変えよう
　憲法改悪と一体で「戦争する国」の人づくりや管理統制と差別・選別教育を徹底する教育基本法改悪法案が、衆議院段階で緊迫した情勢を迎えています。１１月２日、「国民大運動実行委員会」「中央社保協」「安保中央実行委」「教育基本法改悪を許さない各界連絡会」「教育基本法全国ネット」などの主催による行動が一日取り組まれました。
いま、安倍内閣の教育論「競争と格差」と教育基本法改悪法案の問題点が浮き彫りになり、キャラバン・集会など全国で教育基本法改悪反対のうねりが起こっています（教育基本法改悪反対の記事は、来週発行の国公労新聞１１月１０日号の１面参照）。

１１月３日は憲法公布６０年。全国各地でさまざまな集会や学習会が展開されます。教育基本法改悪法案や改憲手続き法案を廃案にするために、共同を広げましょう！
▼情勢や、憲法、教育基本法改悪反対の運動について知りたい方は
国公労連
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県国公九条の会
「兵庫県国公九条の会」が誕生！
「護憲ライダー」が呼びかけ人になり「憲法遵守」を宣言
【兵庫県国公発】１０月７日の兵庫県国公の定期大会において、兵庫県国公が誇る憲法サポーター「護憲ライダー」が呼びかけ人となって「兵庫県国公九条の会」を結成しました。当日は、護憲ライダー「前文」、「９条」、「２５条、「２８条」が登場し、「９条」が高らかにアピール文を読み上げ、満場の拍手により確認されました。

私たち国家公務員は、憲法遵守義務を負っています。「憲法を遵守します」と宣言して国民のために仕事をしています。
今の憲法は、第２次世界大戦でアジアだけでも２千万人の人が亡くなって、「もう戦争はいやだ。一部の特権階級の人の利益を守るために政府が起こす戦争によって、犠牲になるのはまっぴらだ」という教訓から当時のだれもが反対せず成立した憲法です。

これを、安倍新内閣は、敗戦国の「詫び証文」憲法だと批判し、５年以内に新憲法を作ると公言しています。

このような、反動的な勢力に危機感を覚えた平和を愛する多くの良識ある国民は、著名な９名の方の呼びかけで発足した「九条の会」に感銘し、主義主張の壁を越えて、憲法９条を守ることで一致し、職場・地域でたくさんの九条の会が作られるなど、草の根で運動が広がっています。

私たち兵庫県国公も遅ればせながら、護憲ライダーを先頭に、憲法９条を守るという声を、兵庫の国公の職場のすみずみへ、家族へ、そして地域へ広げるため、この会を大きく広げていきたいと思います。　　　　　　　
　　（護憲ライダー９条こと　　九 条 　護）
「兵庫県国公九条の会」結成アピール
兵庫県内の国家公務員の皆さん！
私たちは、それぞれの職場に採用された日に、公務員になるにあたって「憲法を尊重・擁護します」ということを、宣誓させられましたよね。
そうなんです。私たち国家公務員には、憲法第９９条のとおり憲法を尊重し擁護する義務があるんです。
だから本当は「憲法を守ろう！」とがんばってる公務員以外の人より、もっと関心をもって考えないといけないんですよ！

そして今、その日本国憲法が大きな試練にさらされています。

ヒロシマ・ナガサキの原爆投下にいたった第２次世界大戦では、日本人３１０万人と、２０００万人を越えるアジアの人々の命が失われました。日本国憲法は、その深い反省の上に、戦争の放棄・戦力の不保持と、世界平和への私たちのやむことのない希求を実現したものなんです。

残念ながら、６０年たった現在、この日本をアメリカに従って「戦争をする国」に変えようという勢力が、かつてない規模と強さで台頭してきています。
また、子どもたちを、「お国」のために命を捨てて「戦争をする国」を担う者にするために教育基本法を変え、時の政府に反対したり、異議を唱える勢力を監視して排除するために、密告をすすめる共謀罪を新設しようとも企んでいます。

９条をはじめとした、すばらしい「日本国憲法」を大切にし、日々職場・地域で憲法を生かし、平和で豊かな国民生活を実現していくためには、この思いをひとりでひそかにもっているだけではだめです。しっかりと意思表示をして周りに広げなければいけないと思います。

国会では、いよいよ改憲手続きをするための「国民投票法案」が成立させられようとしています。でも、憲法第９６条の憲法を変える手続きの規定は、「国会議員は憲法の範囲であれば何をしてもいいよ！ でも、その憲法を変えるのはダメなんだ。 変えるかどうかは、あんた達じゃなくて、憲法の所有者である“国民”が決めるんだよ！」となってるんですよね。

私たち「兵庫県国公九条の会」呼びかけ人は、国民の皆さんに「憲法がいかに国民にとって大切か」ということを、広く国民に訴え知らせていくために、ちょっと恥ずかしいけど、人目を引いて関心を得るために頑張っています。
そして、同じように思っている人たちと手を組んで、さらに広め、深めなければならないと考え、「兵庫県国公九条の会」を発足させました。

すばらしい精神をもった、この日本国憲法を守るために、是非賛同していただき、「兵庫県国公９条の会」に参加して下さるよう、呼びかけるものです。
２００６年１０月７日
呼びかけ人　「護憲ライダー」一同
国公退職者九条の会
日本と世界の平和な未来のために
独自ポスターを作成し、改憲反対世論拡大を訴える
　【国公退職者九条の会発】「憲法・教育基本法改悪」を公言して誕生した安倍内閣のもとで、開会中の臨時国会では、「改憲手続き法案」「教育基本法改悪法案」などが強行・採決されようとしています。平和憲法の下で築き上げてきた日本の国のあり方を変えようとする暴挙を許すわけにはいきません。院内での力関係を背景に強行しようとしている「改憲策動」を許さないために、いまこそ改憲反対の国民世論を早く大きく広げることが求められています。

　私たちは、「九条の会」の「アピールに賛同し、思想・信条・政治的立場などの違いを超えた、本当に広範な人々が参加する『会』（運動）をつくり、過半数世論を結集しましょう」とのよびかけに応える「国公退職者九条の会」としてのとりくみとして、「氏名公表賛同者」名を掲載したポスターを作り、賛同者各位の自宅・周辺、国公労連各組合の職場等に掲示をお願いし、改憲反対世論拡大の一助としたいと考えました。

１１月２日にポスター２種類が完成しました。「大きいポスター」は対外的に目のつくところへの貼り出し用として、「小さいポスター」は自室など室内用として使用いただこうと「２枚セット」で作成しました。どうぞ活用してください。
今後の予定
■ 教育基本法改悪反対の行動
▼ １１・１２全国集会　　
　◇と　き：１１月１２日（日）１３時３０分～　　◇ところ：日比谷野外大音楽堂
◇主　催：「教育基本法の改悪をとめよう！全国連絡会」など
▼ 憲法・教育基本法改悪を許さない中央決起集会
◇と　き：１１月１７日（金）１８時３０分～　　◇ところ：東京都千代田区・永田町周辺　
◇主　催：「教育基本法改悪を許さない各界連絡会」など
■ 「９条の会」憲法セミナー　　　～アジアの平和を９条の心で～
◇ 日　時
11月25日（土）　　13：30～（13時開場）
◇ 会　場
明治大学アカデミーホール　　　　◇ 主 催
「九条の会」
◇ 参加費
１０００円（郵便振替：00190-1-612500口座名：九条の会憲法セミナー）

※定員１２００名先着順　●九条の会・憲法セミナー係　℡　03-3221-5075
· さまざまなとりくみ（署名行動や学習会など）のメール通信やＦＡＸをお寄せください　　　
以　上









